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ア
ウ
キ
ミ
ン
党
首
に
も
圧
力

さ
れ
て
い
た
保
健
プ
ラ
ン
の

掛
け
金
支
払
い
を
義
務
付
け

る
判
決
を
下
し
た
。
同
公
社

職
員
の
負
担
額
は
給
与
に

応
じ
て
増
減
す
る
。
月
給

２
５
０
０
レ
ア
ル
の
職
員
の

負
担
額
は
給
与
の
２
・
５
％
、

月
給
が
２
万
レ
超
の
職
員
の

負
担
率
は
４
・４
％
と
な
る
。

　

職
員
の
配
偶
者
や
子
供
な

ど
の
掛
け
金
も
有
料
と
な
る

が
、
職
員
の
両
親
に
与
え
ら

れ
て
き
た
恩
恵
は
、
１
９
年

７
月
ま
で
継
続
さ
れ
る
。

　

Ｆ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｃ
ｔ
は
Ｔ
Ｓ

Ｔ
の
決
定
を
「
大
い
に
疑
問

が
あ
る
」
と
し
、
ス
ト
継

続
を
呼
び
か
け
る
と
共
に
、

１
３
日
午
後
に
新
た
な
総
会

を
招
集
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
し
か
し
、
ス
ト
に
入
っ

た
３
２
団
体
中
８
団
体
は
、

１
２
日
中
に
ス
ト
中
止
を
決

め
、
１
３
日
か
ら
業
務
に
戻

る
と
発
表
し
た
。

　

郵
便
公
社
職
員
用
の
保
健

プ
ラ
ン
の
経
費
は
１
８
億

　

ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖
市
市
長
（
民
主
社
会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
）
は
１
２
日
、

１
０
月
に
行
な
わ
れ
る
聖
州
知
事
選
へ
の
出
馬
希
望
を
公
式
に
発
言
し
、
１
８
日

に
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
聖
州
支
部
で
行
わ
れ
る
候
補
選
出
の
た
め
の
予
備
選
に
正
式
に
名
乗

り
を
あ
げ
た
。
既
に
強
力
に
調
整
も
行
っ
て
お
り
、
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
の
候
補
に
な
る
こ

と
も
有
力
な
状
況
だ
。
１
３
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、

ド
リ
ア
氏
の
側
近
は
、
少
な

く
と
も
ダ
ヴ
ィ
ラ
氏
と
ペ

ザ
ー
ロ
氏
の
出
馬
取
消
を
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
党
首
の
ジ
ェ
ラ
ウ

ド
・
ア
ウ
キ
ミ
ン
聖
州
知
事

に
求
め
る
意
向
だ
と
い
う
。

ド
リ
ア
氏
の
側
近
た
ち
は
、

３
人
の
内
２
人
が
予
備
選
を

辞
退
す
れ
ば
、
ア
ニ
ー
バ
ル

氏
も
戦
意
を
喪
失
し
、
投
票

ナ
シ
で
の
知
事
候
補
決
定
と

な
り
う
る
と
踏
ん
で
い
る
。

　

た
だ
し
、
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏

は
投
票
へ
の
干
渉
行
為
に
は

反
対
し
て
い
る
と
い
う
。

　

ド
リ
ア
氏
は
ま
た
、
知
事

選
の
シ
ャ
ッ
パ
に
関
し
て

も
、社
会
民
主
党
（
Ｐ
Ｓ
Ｄ
）

の
政
治
家
を
副
知
事
に
据
え

た
い
と
し
て
い
る
。
そ
の
候

補
と
し
て
、
現
科
学
技
術
相

で
元
聖
市
市
長
で
も
あ
っ
た

ジ
ル
ベ
ル
ト
・
カ
サ
ビ
同

党
党
首
が
有
力
視
さ
れ
て
い

る
。

　

Ｐ
Ｓ
Ｄ
か
ら
副
知
事
起
用

は
、
民
主
党
（
Ｄ
Ｅ
Ｍ
）
と

民
主
運
動
（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
の

シ
ャ
ッ
パ
へ
の
連
立
を
狙
っ

　

本
日
付
本
面
で
も
報
じ
た

よ
う
に
、
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ

ア
聖
市
市
長
が
聖
州
知
事

選
へ
出
馬
す
る
意
向
を
正
式

に
発
表
し
た
。
一
時
期
は
高

ま
る
人
気
を
背
景
に
「
大
統

領
に
も
」
と
も
て
は
や
さ
れ

た
同
氏
。
そ
う
い
う
こ
と
も

た
も
の
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ

は
同
時
に
、
Ｍ
Ｄ
Ｂ
か
ら
の

聖
州
工
業
連
盟
会
長
（
Ｆ
Ｉ

Ｅ
Ｓ
Ｐ
）
会
長
の
パ
ウ
ロ
・

ス
カ
ッ
フ
ィ
氏
の
出
馬
を
崩

す
た
め
だ
と
も
見
ら
れ
て
い

る
。

　

ド
リ
ア
氏
が
正
式
に
知
事

選
候
補
に
な
れ
ば
、
聖
市
市

長
は
４
月
で
辞
任
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
市
長
在
任
は
わ

ず
か
１
年
３
カ
月
強
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
同

党
だ
と
２
０
０
６
年
の
ジ
ョ

ゼ
・
セ
ー
ラ
氏
と
同
じ
こ
と

に
な
る
。
だ
が
、
セ
ー
ラ
氏

は
当
時
、
４
２
％
の
市
民

か
ら
市
長
と
し
て
の
仕
事

を
評
価
さ
れ
て
い
た
の
に
対

し
、
ド
リ
ア
氏
を
良
い
、
最

良
と
評
価
し
て
い
る
市
民
は

２
９
％
で
、
状
況
は
か
な
り

既
に
Ｐ
Ｓ
Ｄ
Ｂ
内
部
選
で
優
勢

レ
で
、
収
益
の
１
割
が
そ
の

支
払
い
に
消
え
て
い
る
。
エ

ス
タ
ー
ド
紙
は
、
昨
年
の
郵

便
公
社
の
決
算
は
２
３
〜

２
４
億
レ
の
赤
字
に
な
る
と

予
想
し
て
お
り
、
２
０
１
３

年
か
ら
５
年
連
続
の
赤
字
決

算
は
ほ
ぼ
確
実
だ
。

　

郵
便
公
社
は
こ
の
状
態
を

脱
す
べ
く
、
自
主
退
職
（
Ｐ

Ｄ
Ｖ
）
を
呼
び
か
け
、
郵
便

局
の
閉
鎖
も
行
っ
て
き
た
。

経
費
削
減
の
た
め
の
人
員
整

理
に
よ
る
配
達
人
な
ど
の
不

足
は
、
ス
ト
前
か
ら
各
種
請

求
書
を
含
む
郵
便
物
の
不
着

や
遅
配
を
招
い
て
い
た
が
、

ス
ト
で
配
達
事
情
悪
化
を
恐

れ
る
声
も
出
て
い
る
。

　

ネ
ッ
ト
通
販
各
社
は
、
配

達
に
支
障
が
出
な
い
よ
う
、

他
の
運
送
会
社
を
利
用
し
始

盟
（
Ｆ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｃ
ｔ
）
の

ジ
ョ
ゼ
・
ダ
・
シ
ウ
ヴ
ァ
事

務
局
長
は
、
ス
ト
参
加
率
は

２
５
％
程
度
と
見
て
い
る
。

同
氏
は
「
現
場
の
酷
い
現
状

を
み
て
、
ス
ト
参
加
を
諦
め

た
職
員
も
い
る
の
で
は
」
と

し
、
参
加
者
が
少
な
か
っ
た

事
を
認
め
て
い
る
。

　

１
２
日
に
は
高
等
労
働
裁

判
所
（
Ｔ
Ｓ
Ｔ
）
が
、
郵
便

公
社
職
員
に
、
従
来
は
免
除

　

保
健
プ
ラ
ン
の
掛
け
金
徴

集
開
始
に
反
対
し
、
伯
国
郵

便
公
社
職
員
が
無
期
限
ス
ト

を
呼
び
か
け
た
が
、
初
日

１
２
日
の
参
加
者
は
全
体
の

２
割
に
も
満
た
な
か
っ
た

と
、
１
２
、１
３
日
付
伯
字

各
紙
・
サ
イ
ト
が
報
じ
た
。

　

同
公
社
職
員
は
全
国
に

１
０
万
６
千
人
余
り
い

る
が
、
１
２
日
は
全
職

員
の
９
割
弱
に
あ
た
る

９
万
２
２
１
２
人
が
出
勤
し

た
。

　

全
国
郵
便
公
社
職
員
連

配
達
悪
化
を
恐
れ
る
声
も

イ
ド
ロ
社
で
違
法
な
放
水
路

参
加
し
た
職
員
少
な
く

め
た
。
聖
州
消
費
者
保
護
セ

ン
タ
ー
（
Ｐ
ｒ
ｏ
ｃ
ｏ
ｎ
）

は
、
郵
便
公
社
を
通
じ
た
文

書
や
小
包
の
配
達
不
履
行
で

被
害
を
被
っ
た
場
合
、
消
費

者
は
弁
償
や
値
引
き
を
求
め

て
訴
え
る
こ
と
が
出
来
る
と

発
表
し
た
。
た
だ
し
、
請
求

書
や
払
込
用
紙
不
着
で
払
え

な
い
時
も
、
支
払
義
務
は
免

除
さ
れ
な
い
の
で
注
意
す
る

よ
う
呼
び
か
け
た
。
支
払
期

日
が
近
い
の
に
請
求
書
な
ど

が
来
な
い
時
は
、
店
頭
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
再
発
行
手

続
き
を
取
っ
て
払
う
必
要
が

あ
る
。

　

ま
た
、
ジ
ウ
ベ
ル
ト
・
カ

サ
ビ
科
学
技
術
相
は
１
３
日

朝
、
Ｔ
Ｖ
番
組
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
で
「
政
府
が
郵
便
公

社
に
資
金
を
注
入
す
る
事
は

な
い
」
が
、
郵
便
公
社
を
民

営
化
す
る
可
能
性
は
あ
り
え

な
い
話
で
は
な
い
と
し
た
。

げ
て
い
る
。

　

だ
が
、ド
リ
ア
氏
は
既
に
、

聖
州
内
に
３
６
０
０
人
い

る
、
投
票
権
の
あ
る
党
員
の

内
、
半
数
近
い
１
７
９
１
人

か
ら
予
備
選
出
馬
を
推
薦
す

る
署
名
を
も
ら
っ
て
お
り
、

勝
利
は
か
な
り
濃
厚
な
状
態

だ
。

　

ま
た
、
副
市
長
の
ブ
ル
ー

ノ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス
氏
は
、
Ｐ

Ｓ
Ｄ
Ｂ
創
設
者
の
ひ
と
り

の
マ
リ
オ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス
元

聖
州
知
事
（
１
９
９
５
〜

２
０
０
１
年
、
在
職
中
に
死

去
）
の
孫
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
党
内
で
の
影
響
力
が
き

わ
め
て
強
い
。
同
氏
の
支
持

が
あ
る
こ
と
は
非
常
に
大
き

い
。

リオ市での郵便局ストの様子
（Tomaz Silva/Agência Brasil）

ドリア氏（Cesar Ogata / Secom）

副
知
事
に
カ
サ
ビ
と
の
説
も

パ ラ ー 州

異
な
る
。

　

知
事
選
で
は
、
ア
ウ
キ
ミ

ン
知
事
が
大
統
領
選
出
馬
の

際
に
副
知
事
か
ら
知
事
に
昇

格
す
る
予
定
の
マ
ル
シ
オ
・

フ
ラ
ン
サ
氏
（
ブ
ラ
ジ
ル
社

会
党
・
Ｐ
Ｓ
Ｂ
）
ら
と
、
争

う
こ
と
に
な
る
。

あ
り
、
本
人
は
「
大
統
領
に

は
な
れ
な
く
と
も
、
せ
め
て

聖
州
知
事
に
は
」
と
い
う
気

持
ち
で
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
、「
次
期
大
統
領
」
と

の
声
が
上
が
り
は
じ
め
た
途

端
に
舞
い
上
が
り
、
市
政
を

二
の
次
に
し
て
州
外
、
国
外

に
自
分
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
に
勤
し
み
は
じ
め
て
以
降

は
人
気
急
落
。
自
慢
の
高
支

持
率
も
、
そ
こ
ま
で
の
高
さ

で
は
な
く
な
り
は
じ
め
て
い

る
。
知
事
選
も
、
新
鮮
さ
で

有
権
者
の
心
を
惹
い
た
聖
市

市
長
選
の
と
き
ほ
ど
甘
く
は

な
い
だ
ろ
う
。
気
を
引
き
締

め
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

　
　
　
　
　

◎

　

週
明
け
の
天
気
予
報
で

は
、
今
週
の
聖
市
の
天
気
は

乾
燥
し
て
晴
れ
続
き
と
い
う

話
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
１
２

日
の
予
報
は
当
た
ら
ず
、
夕

方
に
強
い
夕
立
を
見
、
市
内

で
は
約
３
０
本
の
倒
木
が
起

き
た
上
、
聖
市
北
西
部
約

１
５
区
や
オ
ザ
ス
コ
で
は
停

電
も
発
生
し
た
。
１
３
日
早

朝
も
強
い
雨
が
降
り
、
予
報

は
「
今
週
は
午
前
中
に
か
な

り
温
度
が
上
が
り
、
夕
立
が

降
り
や
す
い
日
が
続
く
」
に

変
化
。
海
上
の
前
線
が
予
想

よ
り
強
く
、
陸
上
の
高
気
圧

が
予
想
し
た
よ
り
弱
い
た
め
、

湿
度
が
下
が
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　

◎

　

今
ひ
と
つ
調
子
の
上
が
ら

な
い
サ
ン
パ
ウ
ロ
Ｆ
Ｃ
。
だ

が
、
そ
ん
な
中
、
唯
一
の
生

え
抜
き
ス
タ
ー
選
手
、
ロ
ド

リ
ゴ
・
カ
イ
オ
が
セ
レ
ソ
ン

に
選
ば
れ
た
。「
残
り
枠
１
」

と
い
わ
れ
る
セ
ン
タ
ー
バ
ッ
ク

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
、
昨
年
南

米
一
に
輝
い
た
グ
レ
ミ
オ
の

ジ
ェロ
メ
ル
と
争
う
形
に
。ジ
ェ

ロ
メ
ル
は
今
や
「
国
内
一
の

デ
ィ
フ
ェ
ン
ダ
ー
」
の
呼
び
声

も
高
い
が
、
負
け
ず
に
が
ん

ば
っ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
。

　

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
国
際
平

和
研
究
所
（
Ｓ
ｉ
ｐ
ｒ
ｉ
）

が
１
２
日
に
発
表
し
た
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
最
近
１
０
年

間
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
（
ベ
国
）

の
兵
器
購
入
費
は
、
南
米
諸

国
の
中
で
最
も
大
き
い
事
が

わ
か
っ
た
と
１
３
日
付
エ
ス

タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

　

ベ
国
の
主
な
武
器
の
購
入

元
と
な
っ
て
い
る
の
は
ロ
シ

ア
と
中
国
で
、
購
入
し
た
兵

器
の
８
９
％
は
こ
の
両
国
か

ら
だ
。

　

Ｓ
ｉ
ｐ
ｒ
ｉ
は
、「
１
９
９

９
年
に
チ
ャ
ベ
ス
前
大
統
領

（
故
人
）
が
就
任
し
て
以
降
、

ベ
国
は
実
質
的
に
欧
州
、
米

国
諸
国
か
ら
の
武
器
購
入
を

打
ち
切
っ
た
」
と
ま
と
め
て

い
る
。
売
買
契
約
の
多
く
は

そ
の
内
容
が
秘
密
に
さ
れ
て

い
る
た
め
、
Ｓ
ｉ
ｐ
ｒ
ｉ
は

購
入
費
を
ド
ル
建
て
で
発
表

し
て
い
な
い
。

　

Ｓ
ｉ
ｐ
ｒ
ｉ
は
傾
向
値
指

数
（
Ｔ
Ｉ
Ｖ
）
と
い
う
独
自

の
指
数
で
兵
器
購
入
量
を
測

定
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
、
ベ
国
の
過
去
１
０
年
の

兵
器
購
入
量
は
４
１
０
０
Ｔ

Ｉ
Ｖ
で
、
同
期
間
中
の
伯
国

の
購
入
量
は
２
１
０
０
Ｔ
Ｉ

Ｖ
だ
。

　

経
済
が
崩
壊
し
て
い
る
ベ

国
だ
が
、
世
界
の
兵
器
売
買

全
体
の
２
％
は
ベ
国
に
流
れ

て
お
り
、
そ
の
量
は
イ
ラ
ク

や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
し
の

ぐ
。

　

Ｓ
ｉ
ｐ
ｒ
ｉ
に
よ
る
と
、

ラ
米
諸
国
で
の
兵
器
流
通
量

は
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
に

は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
内
戦
終

結
や
、
伯
国
経
済
危
機
の
影

響
が
あ
る
と
い
う
。

　

０
８
〜
１
２
年
期
と
、

１
３
〜
１
７
年
期
を
比
較
す

る
と
、
伯
国
の
兵
器
輸
入
量

は
３
割
減
っ
た
。

　

伯
国
は
フ
ラ
ン
ス
、
米

国
、
ド
イ
ツ
か
ら
主
に
兵
器

を
輸
入
し
て
い
る
。
近
年
の

兵
器
輸
入
減
少
は
明
ら
か
だ

が
、
Ｓ
ｉ
ｐ
ｒ
ｉ
は
、
伯
国

が
２
０
１
８
〜
２
５
年
納
入

予
定
で
、
潜
水
艦
や
戦
闘
機

な
ど
の
兵
器
購
入
契
約
を
結

ん
だ
事
も
指
摘
し
た
。

　
【
既
報
関
連
】
パ
ラ
ー
州

バ
ル
カ
レ
ナ
で
２
月
１
７

日
に
起
き
た
イ
ド
ロ
・
ア

ル
ノ
ル
テ
社
（H

y
d
ro 

A
lu
n
orte

）
の
鉱
滓
入
り

の
汚
泥
漏
出
事
故
後
、
検
察

庁
と
州
検
察
局
が
同
社
鉱
山

で
別
の
違
法
放
水
路
を
発
見

し
た
と
１
２
日
付
伯
字
紙
サ

イ
ト
が
報
じ
た
。
同
社
は
ノ

ル
ウ
エ
ー
に
本
社
を
置
く
世

界
最
大
の
ア
ル
ミ
製
造
会
社

で
、
伯
国
で
生
産
す
る
製
品

の
８
６
％
は
輸
出
さ
れ
て
い

る
。

　

環
境
破
壊
の
実
態
や
、
汚

泥
、
鉱
滓
、
化
学
物
質
の
漏

出
が
社
会
や
環
境
に
与
え
る

影
響
の
調
査
、
改
善
へ
の
取

り
組
み
、
被
災
者
へ
の
賠
償

な
ど
の
た
め
の
、
検
察
庁
と

州
検
察
局
の
合
同
特
捜
班
は

７
日
に
設
置
さ
れ
た
。

　

今
回
発
見
さ
れ
た
放
水
路

は
、
環
境
省
に
も
水
資
源
庁

に
も
届
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、

未
処
理
の
汚
水
が
垂
れ
流
さ

れ
て
い
た
。
会
社
側
は
こ
の

放
水
路
に
つ
い
て
、
雨
が
多

く
て
ダ
ム
の
容
量
を
超
え
た

水
を
流
す
た
め
の
も
の
で
、

排
水
に
は
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
の

粉
や
苛
性
ソ
ー
ダ
は
混
じ
っ

て
い
る
が
、
鉱
滓
は
混
入
し

て
い
な
い
と
釈
明
し
た
。

　

同
様
の
説
明
は
２
月
の
汚

泥
漏
出
後
も
行
わ
れ
た
が
、

こ
の
時
は
エ
ヴ
ァ
ン
ド
ロ
・

シ
ャ
ー
ガ
ス
研
究
所
（
Ｉ
Ｅ

Ｃ
）
が
、
同
社
鉱
山
か
ら
の

汚
泥
は
酸
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

（
ア
ル
ミ
ナ
）
を
含
む
鉱
石

（
ボ
ー
キ
サ
イ
ト
）
採
掘
時

に
出
る
鉱
滓
だ
っ
た
事
を
明

ら
か
に
し
た
。
検
察
は
Ｉ
Ｅ

Ｃ
に
水
質
や
汚
染
の
有
無
の

調
査
を
依
頼
し
た
。

　

イ
ド
ロ
社
に
対
し
て
は
２

月
２
８
日
に
国
立
再
生
可
能

天
然
資
源
・
環
境
院
が
第
２

鉱
滓
貯
蔵
所
の
使
用
を
禁
じ

た
。
同
州
地
裁
も
同
日
、
操

業
規
模
半
減
と
鉱
滓
貯
蔵
所

使
用
禁
止
を
命
じ
た
。

　

な
お
、
バ
ル
カ
レ
ナ
で
は

１
２
日
未
明
、
法
定
ア
マ
ゾ

ン
の
先
住
民
や
黒
人
奴
隷
の

子
孫
ら
の
保
護
活
動
を
行
う

団
体
の
理
事
で
、
イ
ド
ロ
社

に
よ
る
環
境
汚
染
摘
発
も
繰

り
返
し
て
い
た
パ
ウ
ロ
・
セ

ル
ジ
オ
・
ナ
シ
メ
ン
ト
氏

（
４
９
）
が
、
ト
イ
レ
に
起

き
た
と
こ
ろ
を
狙
っ
て
射
殺

さ
れ
る
事
件
が
起
き
た
。

　

同
氏
が
所
属
す
る
団
体
の

本
部
は
イ
ド
ロ
社
の
警
備
を

請
け
負
っ
て
い
る
警
官
達
に

踏
み
込
ま
れ
た
事
が
あ
り
、

本
人
も
脅
迫
を
受
け
て
、
当

局
に
保
護
を
求
め
て
い
た
。

警
察
は
犯
人
特
定
と
、
今
回

の
事
件
が
イ
ド
ロ
社
の
汚
泥

漏
出
告
発
と
関
係
が
あ
る
か

の
捜
査
を
開
始
し
た
。

　

な
お
、
イ
ド
ロ
社
は
、
２

月
末
の
判
決
後
、
損
失
緩
和

の
た
め
に
従
業
員
を
解
雇
す

る
方
針
を
発
表
し
た
が
、
同

州
地
裁
は
住
民
保
護
の
た

め
、
１
２
日
に
解
雇
を
禁
ず

る
暫
定
令
を
出
し
た
。

　

シ
ン
グ
ー
川
で
大
量
の
魚

の
死
が
記
録
さ
れ
た
た
め
、

パ
ラ
ー
州
ベ
ロ
・
モ
ン
テ
水

力
発
電
所
が
タ
ー
ビ
ン
の
実

証
実
験
を
中
止
し
た
。
１
３

日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ

て
い
る
。

　

実
験
停
止
を
命
じ
た
国
立

再
生
可
能
天
然
資
源
・
環
境

院
（
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｍ
Ａ
）
に
よ
る

と
、
同
発
電
所
が
２
月
１
６

〜
２
４
日
と
２
月
２
５
〜
３

月
５
日
に
タ
ー
ビ
ン
の
実
験

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
前
者
で
は

９
３
６
匹
（
３
９
５
キ
ロ
相

当
）、
後
者
で
は
１
０
７
２
匹

（
５
０
８
キ
ロ
相
当
）
の
魚

が
死
ん
だ
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
魚
は
、
ダ
ム
の

底
で
タ
ー
ビ
ン
が
回
転
す
る

際
に
、
回
転
翼
に
吸
い
込
ま

れ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
Ｉ

Ｂ
Ａ
Ｍ
Ａ
に
よ
る
と
、
初
回

の
実
験
で
は
魚
を
保
護
す
る

方
策
は
と
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
２
回
目
の
実
験
で
は
魚

を
保
護
す
る
方
策
を
講
じ
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
大
量
の
魚

が
死
ん
だ
た
め
に
、
実
験
停

止
を
命
じ
た
と
い
う
。

　

同
発
電
所
の
タ
ー
ビ
ン

は
各
々
、
６
１
１
メ
ガ
ワ
ッ

ト
の
発
電
が
可
能
だ
。
こ

の
量
は
、
パ
ラ
ー
州
と
マ
ッ

ト
・
グ
ロ
ッ
ソ
州
の
間
に
あ

り
、
２
５
０
万
人
に
電
気
を

供
給
し
て
い
る
サ
ン
マ
ノ
エ

ル
発
電
所
の
電
力
に
相
当
す

る
。
ベ
ロ
・
モ
ン
テ
発
電
所

は
１
８
基
の
タ
ー
ビ
ン
を
備

え
、
２
０
１
９
年
初
頭
に
操

業
開
始
の
予
定
だ
。
実
験
や

操
業
の
停
止
は
、
今
後
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。

外国為替市況
中銀サイトより

3月13日午後 4時現在
米ドル相場

売　3.2640  R$
買　3.2633  R$

円相場
売　0.0307  R$
買　0.0306  R$

聖州知事選出馬の意向を表明
　

ド
リ
ア
市
長
は
１
２
日
、

ブ
ル
ー
ノ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス
副

市
長
と
共
に
、
聖
州
知
事
選

へ
の
出
馬
意
向
を
発
表
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
た
。

　

１
８
日
の
予
備
選
に
は
、

聖
州
選
出
上
議
補
欠
の
ジ
ョ

ゼ
・
ア
ニ
ー
バ
ル
氏
や
政
治

学
者
の
ル
イ
ス
・
フ
ェ
リ
ペ
・

ダ
ヴ
ィ
ラ
氏
、
聖
州
社
会
開

発
局
長
の
フ
ロ
リ
ア
ー
ノ
・

ペ
ザ
ー
ロ
氏
も
名
乗
り
を
上

南
米
最
大
の
兵
器
輸
入
国
と
判
明

国
際
平
和
研
究
機
関
が
発
表

汚
染
告
発
の
運
動
家
殺
さ
れ
る

ドリア
郵 便 公 社

保
健
料
徴
収
に
反
対
し
ス
ト

（２）２０１８年 第４９５５号 ３月 １４日 （水曜日）

ベネズエラ

約
２
千
匹
の
魚
が
大
量
死

タ
ー
ビ
ン
実
験
を
中
止
に

ＢＭ水力発電所
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１
時じ

、
午ご

ご後
４
時じ

～
午ご

ご後
７

時じ

。
講こ

う

演え
ん

会か
い

は
午ご

ご後
２
時じ

～

午ご
ご後
３
時じ

半は
ん

に
行お

こ

な
わ
れ
る
。

入に
ゅ
う

場じ
ょ
う

無む

料り
ょ
うだ
が
、
講こ

う

演え
ん

会か
い

に

参さ
ん

加か

す
る
際さ

い

は
１
時じ

間か
ん

前ま
え

に

配は
い

布ふ

さ
れ
る
チ
ケ
ッ
ト
が
必ひ

つ

要よ
う

。
講こ

う

演え
ん

会か
い

の
テ
ー
マ
は
「
ヒ

ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
ロ
ボ
ッ
ト
と
未み

来ら
い

の
社し

ゃ

会か
い

」。
ジ
ェ
ミ
ノ
イ
ド

は
人ひ

と

そ
っ
く
り
の
外が

い

見け
ん

を
持も

　終
しゅう

戦
せ ん

から１０年
ね ん

目
め

の１９５５年
ね ん

７月
が つ

１９日
に ち

、
「沖

お き

縄
な わ

有
ゆ う

数
す う

の美
び

田
で ん

」といわれた宜
ぎ

野
の

湾
わ ん

市
し

伊
い

佐
さ

浜
は ま

の土
と

地
ち

、さらに家
か

屋
お く

までが米
べ い

軍
ぐ ん

によって強
きょう

制
せ い

接
せ っ

収
しゅう

された。土
と

地
ち

を失
うしな

った１０家
か

族
ぞ く

が縁
え ん

故
こ

の
いない未

み

知
ち

の国
く に

、ブラジルに移
い

住
じゅう

したのはそ
の２年

ね ん

後
ご

のことだった。「伊
い

佐
さ

浜
は ま

土
と

地
ち

闘
と う

争
そ う

」は
強
きょう

制
せ い

接
せ っ

収
しゅう

に対
た い

する初
し ょ

期
き

の抵
て い

抗
こ う

運
う ん

動
ど う

として、そ
の後

ご

の「島
し ま

ぐるみ闘
と う

争
そ う

」で象
しょう

徴
ちょう

的
て き

に語
か た

られる
史

し

実
じ つ

となった。その一
い っ

方
ぽ う

、渡
と

伯
は く

した人
ひ と

々
び と

がどん
な人

じ ん

生
せ い

を送
お く

ったかは、あまり知
し

られていない。
どのような想

お も

いで土
と

地
ち

を奪
う ば

われ、故
ふ る

郷
さ と

を離
は な

れ
たのか。どんな思

お も

いを秘
ひ

めてブラジルで生
い

きて
きたのか。３組

く み

の伊
い

佐
さ

浜
は ま

移
い

民
み ん

への取
し ゅ

材
ざ い

を通
と お

し
て、激

げ き

動
ど う

の沖
お き

縄
な わ

近
き ん

代
だ い

史
し

の一
い っ

端
た ん

をたどった。

ち
、
人ひ

と

の
様さ

ま

々ざ
ま

な
振ふ

る
舞ま

い

を
再さ

い

現げ
ん

す
る
ア
ン
ド
ロ
イ
ド

だ
。
科か

学が
く

技ぎ

術じ
ゅ
つが
進し

ん

歩ぽ

し
続つ

づ

け
る
今き

ょ
う日
、
未み

来ら
い

に
想お

も

い
を

馳は

せ
る
イ
ベ
ン
ト
に
な
る
か

も
。

　
　
　
　
　

◎

　

ミ
ツ
オ
・
ナ
カ
オ
社し

ゃ

は
、

ミ
ナ
ス
・
ジ
ェ
ラ
イ
ス
州し

ゅ
う

の
乾か

ん

燥そ
う

地ち

帯た
い

に
３
つ
の
農の

う

場じ
ょ
う
を
経け

い

取し
ゅ

材ざ
い

を
申も

う

し
込こ

ん
だ
。

　

こ
の
地ち

区く

の
中な

か

で
も
特と

く

に

大お
お

き
い
家い

え

に
住す

む
田た

里ざ
と

友ゆ
う

憲け
ん

さ
ん
（
８
５
）、
雪ゆ

き

子こ

さ
ん

（
８
５
）
夫ふ

妻さ
い

は
、
コ
ー
ヒ

ー
と
パ
ス
テ
ウ
で
も
て
な
し
て

く
れ
た
。
女じ

ょ

傑け
つ

・
田た

里ざ
と

ナ
エ

さ
ん
は
２
０
１
１
年ね

ん

に
９
７

歳さ
い

で
亡な

く
な
っ
て
い
た
。
長

ち
ょ
う

男な
ん

の
友ゆ

う

憲け
ん

さ
ん
は
「
母は

は

は
声こ

え

が

大お
お

き
く
男

お
と
こ

勝ま
さ

り
だ
っ
た
。
伊い

佐さ

浜は
ま

に
い
た
と
き
周ま

わ

り
の
住

じ
ゅ
う

民み
ん

か
ら
怖こ

わ

が
ら
れ
て
い
た
よ
」

と
目め

を
細ほ

そ

め
た
。

　

米べ
い

軍ぐ
ん

が
接せ

っ

収し
ゅ
うと
引ひ

き
換か

え

に
提て

い

示じ

し
た
補ほ

償し
ょ
うで
は
、
土と

地ち

の
賃ち

ん

借し
ゃ
く

料り
ょ
うが

あ
ま
り
に
低ひ

く

く
、
住

じ
ゅ
う

民み
ん

た
ち
に
と
っ
て
到と

う

底て
い

納な
っ

得と
く

で
き
る
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
反は

ん

対た
い

を
続つ

づ

け
る
こ
と
で
一い

っ

切さ
い

補ほ

償し
ょ
うを
受う

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
を
恐お

そ

れ
る
声こ

え

も
上あ

が
っ
て
い
た
。
村そ

ん

長ち
ょ
うの
説せ

っ

得と
く

も
あ
っ
て
、
伊い

佐さ

浜は
ま

部ぶ

落ら
く

の
代だ

い

表ひ
ょ
うは
そ
の
条

じ
ょ
う

件け
ん

を
受う

け
入い

れ
よ
う
と
し
て
い

た
。
話は

な

し
合あ

い
は
男お

と
こ
の
み
で

行お
こ
なわ
れ
、
女お

ん
な
た
ち
は
蚊か

帳や

の

外そ
と

だ
っ
た
。

　

そ
れ
を
聞き

い
て
「
も
は
や

男お
と
こた
ち
に
任ま

か

せ
て
お
け
な
い
」

と
立た

ち
上あ

が
っ
た
女お

ん
な
た
ち
の

リ
ー
ダ
ー
が
田た

里ざ
と

ナ
エ
さ
ん

だ
っ
た
。
村む

ら

に
は
戦せ

ん

争そ
う

で
夫

お
っ
と

を
亡な

く
し
た
未み

亡ぼ
う

人じ
ん

も
多お

お

く
、
彼か

の

女じ
ょ

た
ち
に
と
っ
て
土と

地ち

を
取と

ら
れ
る
こ
と
は
死し

活か
つ

問も
ん

題だ
い

だ
っ
た
。

　

ナ
エ
さ
ん
は
女じ

ょ

性せ
い

約や
く

２
０

人に
ん

と
と
も
に
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

政せ
い

府ふ

の
主し

ゅ

席せ
き

に
直じ

き

訴そ

を
行お

こ
な

う
。「
農の

う

地ち

一ひ
とつ
な
い
と
こ
ろ
へ
移い

動ど
う

し
て

は
子こ

供ど
も

達た
ち

の
養よ

う

育い
く

は
で
き
な

い
。
現げ

ん

在ざ
い

の
私

わ
た
し

達た
ち

の
気き

持も

ち

は
死し

刑け
い

台だ
い

に
の
せ
ら
れ
時じ

間か
ん

　

日に
っ

系け
い

弁べ
ん

護ご

士し

の
原は

ら

田だ

清き
よ
しさ

ん
（
７
７
、
二に

世せ
い

）
が
１
月が

つ

２
５
日に

ち

か
ら
３
０
日に

ち

の
間あ

い
だ

、

イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
大だ

い

学が
く

で

行お
こ
なわ
れ
た
『
第だ

い

１
５
回か

い

ミ
ラ

ノ
国こ

く

際さ
い

弁べ
ん

護ご

士し

会か
い

合ご
う

』
で
伯は

っ

国こ
く

の
弁べ

ん

護ご

士し

と
し
て
初は

じ

め
て

主し
ゅ

賓ひ
ん

（
パ
ト
ロ
ー
ノ
）
の
名め

い

誉よ

に
浴よ

く

し
、
同ど

う

会か
い

合ご
う

の
公こ

う

式し
き

出し
ゅ
っ

版ぱ
ん

物ぶ
つ

『
世せ

界か
い

の
弁べ

ん

護ご

士し

』

に
名な

前ま
え

が
記き

載さ
い

さ
れ
た
。

　

同ど
う

会か
い

合ご
う

は
南な

ん

米べ
い

、
欧お

う

州し
ゅ
う、

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
弁べ

ん

護ご

士し

の
認に

ん

識し
き

共き
ょ
う

有ゆ
う

を
目も

く

的て
き

と
す

る
「
国こ

く

際さ
い

弁べ
ん

護ご

士し

協き
ょ
う

会か
い

」
が

主し
ゅ

催さ
い

し
て
い
る
。
同ど

う

会か
い

合ご
う

に

は
亜あ

、
伯は

く

、
西に

し

、
伊い

、
葡ぽ

の

５
カ
国こ

く

の
弁べ

ん

護ご

士し

が
参さ

ん

加か

し

た
。

　

会か
い

合ご
う

初し
ょ

日に
ち

の
開か

い
か
い会
式し

き

で
は

在ざ
い

ミ
ラ
ノ
伯は

っ

国こ
く

総そ
う

領り
ょ
う

事じ

館か
ん

の

パ
ウ
ロ
・
コ
ル
デ
イ
ロ
・
デ
・

ア
ン
ド
ラ
ー
デ
・
ピ
ン
ト
総そ

う

領り
ょ
う

事じ

、
ミ
ラ
ノ
弁べ

ん

護ご

士し

協
き
ょ
う

会か
い

の
レ
モ
・
ダ
ノ
ヴ
ィ
会か

い

長
ち
ょ
う

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
歓か

ん

迎げ
い

の
挨あ

い

拶さ
つ

を
述の

べ
た
。
表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

も
行お

こ

な
わ
れ
、

原は
ら

田だ

氏し

に
記き

念ね
ん

プ
レ
ー
ト
が

贈お
く

ら
れ
た
。

　

翌よ
く

日じ
つ

ミ
ラ
ノ
市し

内な
い

の
ブ
ラ

を
待ま

っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
」

（『
沖お

き

縄な
わ

タ
イ
ム
ス
』
５
５

年ね
ん

１
月が

つ

３
１
日に

ち

夕ゆ
う

刊か
ん

）
と
涙

な
み
だ

な
が
ら
に
訴う

っ
た
え
た
。
嘆た

ん

願が
ん

書し
ょ

の
提て

い

出し
ゅ
つに
加く

わ

え
、
村む

ら

の
中な

か

で

演え
ん

説ぜ
つ

も
ぶ
っ
た
。
そ
れ
ら
の

運う
ん

動ど
う

は
『
沖お

き

縄な
わ

タ
イ
ム
ス
』
や

『
琉

り
ゅ
う

球き
ゅ
う

新し
ん

報ぽ
う

』
に
取と

り
上あ

げ

ら
れ
、
全ぜ

ん

沖お
き

縄な
わ

で
話わ

題だ
い

と
な

っ
た
。

イ
デ
ン
セ
国こ

く

立り
つ

図と

書し
ょ

館か
ん

の
見け

ん

学が
く

が
行お

こ
な

わ
れ
、
原は

ら

田だ

氏し

は
自じ

分ぶ
ん

の
著ち

ょ

作さ
く

を
寄き

贈ぞ
う

し
た
。
そ

の
後ご

、
近き

ん

代だ
い

刑け
い

法ほ
う

の
礎

い
し
ず
えと
な

っ
た
『
犯は

ん

罪ざ
い

と
刑け

い

罰ば
つ

』
の
著ち

ょ

者し
ゃ

チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ベ
ッ
カ
リ

ー
ア
を
顕け

ん

彰し
ょ
うし
、
ミ
ラ
ノ
大だ

い

学が
く

で
原は

ら

田だ

氏し

を
含ふ

く

む
８
人に

ん

が

基き

調ち
ょ
う

講こ
う

演え
ん

を
行お

こ

な
っ
た
。
原は

ら

田だ

氏し

は
「
租そ

税ぜ
い

犯は
ん

罪ざ
い

に
関か

ん

す

る
法ほ

う

的て
き

展て
ん

開か
い

」
を
テ
ー
マ
に

発は
っ

表ぴ
ょ
うし
た
。

　

講こ
う

演え
ん

後ご

、
参さ

ん

加か

者し
ゃ

に
『
世せ

界か
い

の
弁べ

ん

護ご

士し

』
第だ

い

６
巻か

ん

が
配は

い

布ふ

さ
れ
、
オ
ロ
ス
コ
教

き
ょ
う

授じ
ゅ

か

　

親お
や

子こ

３
代だ

い

で
珈こ

ー
ひ
ー琲
農の

う

園え
ん

を

続つ
づ

け
て
き
た
老し

に
せ舗
珈こ

ー
ひ
ー琲
ブ
ラ

ン
ド
「M

itu
o N

ak
ao

（
中な

か

尾お

光み
つ

男お

）」
の
３
代だ

い

目め

、
中な

か

尾お

ア
ン
ド
レ
さ
ん

（
２
９
、４
世せ

い

）
が
、
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の
資し

金き
ん

集あ
つ

め
に

協き
ょ
う

力り
ょ
くを
申も

う

し
出で

た
。

　

５
日か

、
文ぶ

ん

協き
ょ
う

内な
い

の
ブ
ラ
ジ

ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

会か
い

（
呉ご

屋や

春は
る

美み

祭さ
い

典て
ん

委い

員い
ん

長ち
ょ
う）
を
訪お

と
ず

れ
た
ア
ン
ド

レ
さ
ん
は
、
１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
笠か

さ

戸と

丸ま
る

を
ラ

ベ
ル
に
プ
リ
ン
ト
し
た
限げ

ん

定て
い

「
珈こ

ー
ひ
ー琲
パ
ッ
ク
（
２
５
０
グ
ラ

ム
）」
を
、
最さ

い

大だ
い

で
１
万ま

ん

５
千せ

ん

パ
ッ
ク
を
同ど

う

委い

員い
ん

会か
い

に
寄き

贈ぞ
う

し
、
販は

ん

売ば
い

収し
ゅ
う

益え
き

の
全す

べ

て
を
同ど

う

委い

員い
ん

会か
い

に
寄き

付ふ

す
る
意い

向こ
う

を

示し
め

し
た
。

　

ア
ン
ド
レ
さ
ん
に
よ
れ

ば
、
曽そ

う

祖そ

父ふ

・
増ま

す

吉き
ち

さ
ん
は

１
８
歳さ

い

の
時と

き

に
第だ

い

２
回か

い

移い

民み
ん

船せ
ん

「
旅り

ょ

順じ
ゅ
ん

丸ま
る

」
で
渡と

伯は
く

し
た
。

苦く

労ろ
う

の
末す

え

、
全ぜ

ん

財ざ
い

産さ
ん

を
売う

払り
は
ら

っ
て
約や

く

３
０
年ね

ん

後ご

に
帰き

国こ
く

す
る
も
、
不ふ

幸こ
う

に
も
２
年ね

ん

後ご

に
日に

本ほ
ん

は
戦せ

ん

争そ
う

に
突と

つ

入に
ゅ
う。
再さ

い

渡と

伯は
く

を
試こ

こ
ろ

み
る
も
、
今こ

ん

度ど

は
営え

い

し
て
お
り
、
合ご

う

計け
い

総そ
う

面め
ん

積せ
き

は
６
５
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
カ

ツ
ア
イ
ー
ア
マ
レ
ロ
、
ツ
ピ

ー
、
ム
ン
ド
・
ノ
ー
ボ
な
ど

多た

品ひ
ん

種し
ゅ

を
栽さ

い

培ば
い

し
て
い
る
。

２
０
１
３
年ね

ん

か
ら
光み

つ

男お

さ
ん

の
右み

ぎ

腕う
で

だ
っ
た
三さ

ん

男な
ん

・
オ
ル

ラ
ン
ド
さ
ん
が
引ひ

き

継つ

ぎ
、
農の

う

場じ
ょ
う

内な
い

で
栽さ

い

培ば
い

か
ら
収

し
ゅ
う

穫か
く

、
焙ば

い

煎せ
ん

、
梱こ

ん

包ぽ
う

ま
で
の
一い

っ

貫か
ん

体た
い

制せ
い

を
セ
ー
ラ
・
ネ
グ
ラ
農の

う

場じ
ょ
うに

確か
く

立り
つ

。
現げ

ん

在ざ
い

、
同ど

う

社し
ゃ

の
製せ

い

品ひ
ん

は
東と

う

洋よ
う

街が
い

の
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

品ひ
ん

店て
ん

で

も
広ひ

ろ

く
取と

り
扱あ

つ
か

わ
れ
て
い
る
。

寄き

贈ぞ
う

さ
れ
る
限げ

ん

定て
い

珈こ
ー
ひ
ー琲
パ
ッ

ク
は
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

な
ど
で
取と

り

扱あ
つ
かわ
れ
る
予よ

定て
い

。
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

の
方ほ

う

で
ど
れ
だ
け
売う

り
切き

る

力ち
か
らが
あ
る
か
が
問と

わ
れ
そ
う

だ
。

見み

本ほ
ん

品ひ
ん

を
持じ

参さ
ん

し
た
中な
か

尾お

さ
ん
（
中
ち
ゅ
う

央お
う

）

渡
と

伯
はく

４５周
しゅう

年
ねん

を記
き

念
ねん

、２５日
にち

にっぽん丸
まる

同
どう

船
せん

者
しゃ

会
かい

「
男お

と
こ

た
ち
に
任ま

か

せ
て
お
け
な
い
」

判ば
ん

所し
ょ

の
出

し
ゅ
っ

版ぱ
ん

物ぶ
つ

の
内な

い

容よ
う

に
触ふ

れ
、「
同ど

う

国こ
く

で
は
約や

く

６
８
％

の
裁さ

い

決け
つ

が
６
カ
月げ

つ

以い

内な
い

に
行お

こ

な
わ
れ
、
１
４
％
が
６
カ
月げ

つ

～
１
年ね

ん

、
１
１
％
が
１
～
２

年ね
ん

、
７
％
が
２
年ね

ん

以い

上じ
ょ
う。
ミ

（７） ２０１８年第４９５５号 	 ３月	１４日	（水曜日）

曽そ

祖う
そ

父ふ

の
思お

も

い
紡つ

む

ぐ
日に

っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

限げ
ん

定て
い

珈こ
ー
ひ
ー琲
で
110
周し

ゅ
う

年ね
ん

に
協き

ょ
う

力り
ょ
く

ミツオ・ナカオ

伯は
く

人じ
ん

初は
つ

、
国こ

く

際さ
い

弁べ
ん

護ご

士し

会か
い

合ご
う

で

『
世せ

界か
い

の
弁べ

ん

護ご

士し

』
に
記き

載さ
い

原
はら

田
だ

清
きよし

さん

　

後こ
う

年ね
ん

、
ナ
エ
さ
ん
は
当と

う

時じ

の
こ
と
を
、「
土と

地ち

を
取と

り
上あ

げ
ら
れ
た
と
き
、
六ろ

く

人に
ん

の
子こ

も
ち
で
（
中

ち
ゅ
う

略り
ゃ
く）
一い

ち

番ば
ん

下し
た

が

ま
だ
一い

っ

歳さ
い

だ
っ
た
。
そ
の
子こ

が

泣な

く
ん
で
誰だ

れ

に
も
預あ

ず

け
ら
れ

な
い
か
ら
、
お
っ
ぱ
い
を
飲の

ま

せ
な
が
ら
台だ

い

の
上う

え

に
立た

っ
て
み

ん
な
に
伊い

佐さ

浜は
ま

の
状

じ
ょ
う

態た
い

を
う

っ
た
え
ま
し
た
よ
」（『
米べ

い

軍ぐ
ん

に
土と

地ち

を
奪う

ば

わ
れ
た
沖お

き

縄な
わ

人じ
ん

（
ル
ビ
：
う
ち
な
ん
ち
ゅ
）』、

石い
し

田だ

甚じ
ん

太た

郎ろ
う

著ち
ょ

、
新し

ん

読ど
く

書し
ょ

社し
ゃ

、
１
９
９
７
年ね

ん

）
と
振ふ

り

返か
え
っ
て
い
る
。

　

雪ゆ
き

子こ

さ
ん
は
「
お
義か

母あ

さ

ん
は
な
に
も
怖こ

わ

が
ら
な
か
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
の
軍ぐ

ん

に
も
直じ

か

談だ
ん

判ぱ
ん

し
に
行い

っ
た
わ
」と
話は

な

す
。

（
つ
づ
く
、
山や

ま

縣が
た

陸り
く

人と

記き

者し
ゃ

）

　

日に

本ほ
ん

の
ロ
ボ
ッ
ト
工こ

う

学が
く

の

権け
ん

威い

・
石い

し

黒ぐ
ろ

浩ひ
ろ
し

氏し

の
講こ

う

演え
ん

会か
い

と
、
同ど

う

氏し

が
開か

い

発は
つ

し
た
遠え

ん

隔か
く

操そ
う

作さ

型が
た

ア
ン
ド
ロ
イ
ド
「
ジ
ェ

ミ
ノ
イ
ド
」
の
展て

ん

示じ

が
１
７

日に
ち

に
ジ
ャ
パ
ン
・
ハ
ウ
ス
で
行お

こ

な
わ
れ
る
。
ジ
ェ
ミ
ノ
イ
ド
の

展て
ん

示じ

は
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

～
午ご

ご後

会
かい

議
ぎ

に出
しゅっ

席
せき

した原
はら

田
だ

氏
し

（中
ちゅう

央
おう

）

田
た

里
ざと

友
ゆう

憲
けん

さん、雪
ゆき

子
こ

さん夫
ふ

妻
さい

（１）

年ね
ん

代だ
い

中な
か

頃ご
ろ

か
ら
伊い

佐さ

浜は
ま

移い

民み
ん

が
サ
ン
パ
ウ
ロ
州し

ゅ
うの
奥お

く

地ち

か
ら

転て
ん

住じ
ゅ
うし
、
現げ

ん

在ざ
い

は
４
家か

族ぞ
く

が

住す

ん
で
い
る
。

　

伊い

佐さ

浜は
ま

の
土と

地ち

闘と
う

争そ
う

を
戦

た
た
か

い
抜ぬ

い
た
シ
ン
ボ
ル
的て

き

な
「
女じ

ょ

傑け
つ

」
の
息む

す

子こ

夫ふ
う

婦ふ

が
い
る
と

の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
得え

て
、
さ
っ
そ
く

の
乾か

ん

燥そ
う

地ち

帯た
い

で
珈こ

ー
ひ
ー琲
栽さ

い

培ば
い

を

成せ
い

功こ
う

さ
せ
た
第だ

い

一い
ち

人に
ん

者し
ゃ

と
し

て
知し

ら
れ
、
１
８
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
広こ

う

大だ
い

な
土と

地ち

に
ア
ラ
ビ

カ
豆ま

め

を
栽さ

い

培ば
い

し
て
い
る
。

　

同ど
う

社し
ゃ

の
珈こ

ー
ひ
ー琲
は
乾か

ん

燥そ
う

地ち

帯た
い

で
生せ

い

育い
く

す
る
こ
と
に
よ
る
芳ほ

う

醇じ
ゅ
ん

な
香か

お

り
が
人に

ん

気き

の
秘ひ

訣け
つ

。

同ど
う

日じ
つ

、
見み

本ほ
ん

品ひ
ん

と
し
て
披ひ

露ろ
う

さ
れ
た
珈こ

ー
ひ
ー琲
パ
ッ
ク
は
、
裏う

ら

ラ

ベ
ル
に
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

や

同ど
う

委い

員い
ん

会か
い

の
概が

い

要よ
う

が
記き

載さ
い

さ

れ
る
等な

ど

の
改か

い

良り
ょ
う
が
施ほ

ど
こ

さ
れ
た

上う
え

、
来ら

い

週し
ゅ
う

中ち
ゅ
うに
も
ま
ず
５
千せ

ん

個こ

が
納の

う

入に
ゅ
う

さ
れ
る
見み

通と
お

し
。

販は
ん

売ば
い

価か

格か
く

は
未み

定て
い

だ
が
１
５

レ
ア
ル
ほ
ど
と
な
る
見み

込こ

み
。

販は
ん

売ば
い

を
通つ

う

じ
て
移い

民み
ん

１
１
０

周し
ゅ
う

年ね
ん

の
認に

ん

知ち

向こ
う

上じ
ょ
うに
広ひ

ろ

く
貢こ

う

献け
ん

す
る
こ
と
が
期き

待た
い

さ
れ
る
。

　

日に
っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

へ
の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くに
熱あ

つ

い
思お

も

い
を
見み

せ
た
ア
ン
ド
レ
さ

ん
に
対た

い

し
、
菊き

く

地ち

義よ
し

治は
る

実じ
っ

行こ
う

委い

員い
ん

長ち
ょ
うは
「
ア
ン
ド
レ
さ
ん

は
四よ

ん

世せ
い

に
し
て
素す

晴ば

ら
し
い

志こ
こ
ろ
ざ
しを
持も

っ
て
い
る
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
は
隠か

く

れ
た
立り

っ

派ぱ

な
人ひ

と

が

沢た
く

山さ
ん

い
る
。
そ
の
よ
う
な
若わ

か

者も
の

を
掘ほ

り
起お

こ
し
、
次つ

ぎ

の
世せ

代だ
い

に
繋つ

な

げ
た
い
」
と
意い

気き

込ご

み
を
見み

せ
た
。

サ
ン
ト
ス
港こ

う

着ち
ゃ
くの
に
っ
ぽ
ん

丸ま
る

同ど
う

船せ
ん

者し
ゃ

会か
い

が
、
２
５
日に

ち

正
し
ょ
う

午ご

か
ら
午ご

後ご

３
時じ

ま
で
、
日に

っ

系け
い

レ
ス
ト
ラ
ン
の
ニ
ュ
ー
美み

松ま
つ

２
階か

い

（R
u

a G
a

lvao 
B

u
en

o
, 475

）
で
行お

こ

な

わ
れ
る
。
参さ

ん

加か

費ひ

９
０
レ
。

参さ
ん

加か

申も
う
し

込こ

み
は
１
８
日に

ち

ま

で
。

　
「
最さ

い

後ご

の
移い

民み
ん

船せ
ん

」
と
呼よ

ば
れ
る
に
っ
ぽ
ん
丸ま

る

の
同ど

う

船せ
ん

者し
ゃ

会か
い

は
５
年ね

ん

振ぶ

り
。
北き

た

大た
い

河が

州し
ゅ
うナ
タ
ル
市し

、
南

み
な
み

大た
い

河が

州し
ゅ
うポ

ル
ト
・
ア
レ
グ
レ
市し

か
ら
も

参さ
ん

加か

が
あ
る
そ
う
だ
。

　

案あ
ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
大お

お

立た
ち

目め

正ま
さ

美み

さ
ん
、
生い

駒こ
ま

憲け
ん

二じ

郎ろ
う

さ
ん
は
「
最さ

い

後ご

に
な
る
可か

能の
う

性せ
い

も
あ
る
。
久ひ

さ

し
ぶ
り
に

楽た
の

し
い
時じ

間か
ん

を
過す

ご
し
ま
し

ょ
う
」
と
参さ

ん

加か

を
呼よ

び
か
け

て
い
る
。

　

参さ
ん

加か

申も
う
し

込こ

み
は
、
小こ

池い
け

和か
ず

夫お

さ
ん
（
１
１
・
８
１ 

５
１
・
５ 

６
１
９
）、

生い

駒こ
ま

さ

ん
（

同ど
う

・

４
６
６
６
・
４
７
７
７
）、

中な
か

原は
ら

節せ
つ

男お

さ
ん
（
５
１ 

・

８
１
５
１
・
５
６
１
９
）
ま

で
。案あ

ん

内な
い

の
た
め
来ら

い

社し
ゃ

し
た
大お

お

立た
ち

目め

さ
ん
、
生い

駒こ
ま

さ
ん

ら
ベ
ッ
カ
リ
ー
ア
氏し

の
肖

し
ょ
う

像ぞ
う

が
刻こ

く

印い
ん

さ
れ
た
メ
ダ
ル
が
授じ

ゅ

与よ

さ
れ
た
。
第だ

い

６
巻か

ん

に
は
原は

ら

田だ

氏し

の
名な

前ま
え

と
講こ

う

演え
ん

内な
い

容よ
う

な

ど
が
記き

載さ
い

さ
れ
て
い
る
。

　

２
７
日に

ち

は
原は

ら

田だ

氏し

の
妻つ

ま

で

弁べ
ん

護ご

士し

の
フ
ェ
リ
シ
ア
さ
ん

と
と
も
に
、
ミ
ラ
ノ
中

ち
ゅ
う

央お
う

裁さ
い

判ば
ん

所し
ょ

の
司し

法ほ
う

年ね
ん

度ど

開か
い
か
い会
式し

き

に

出し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。
式し

き

典て
ん

で
は
マ
リ

ア
・
ア
ン
ナ
・
タ
バ
ッ
シ
所し

ょ

長ち
ょ
うに
よ
る
１
時じ

間か
ん

半は
ん

に
も
及お

よ

ぶ
講こ

う

演え
ん

会か
い

が
行お

こ
な

わ
れ
た
。

　

原は
ら

田だ

氏し

は
ミ
ラ
ノ
中

ち
ゅ
う

央お
う

裁さ
い

判ば
ん

所し
ょ

か
ら
贈お

く

ら
れ
た
同ど

う

裁さ
い

　

１
９
７
３
年ね

ん

３
月が

つ

２
７
日に

ち

ラ
ノ
で
は
裁さ

い

判ば
ん

官か
ん

は
一い

ち

日に
ち

中
じ
ゅ
う

裁さ
い

判ば
ん

の
仕し

事ご
と

し
か
し
な
い
の

で
こ
れ
だ
け
早は

や

い
。
裁さ

い

判ば
ん

官か
ん

が
大だ

い

学が
く

の
講こ

う

師し

を
し
た
り

講こ
う

演え
ん

会か
い

を
行

お
こ
な

う
伯は

っ

国こ
く

と
全

ま
っ
た

く
違ち

が

う
」
と

驚お
ど
ろ

き
を
語か

た

っ

た
。

　

最さ
い

後ご

に

「
同ど

う

会か
い

合ご
う

１
５

年ね
ん

目め

に
し
て

伯は
く

人じ
ん

で
初は

じ

め

て
、
ベ
ッ
カ

リ
ー
ア
公こ

う

爵
し
ゃ
く

が
生う

ま
れ
た

ミ
ラ
ノ
市し

で

表ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

を
頂い

た
だ

い

て
と
て
も
嬉う

れ

し
い
」
と
喜

よ
ろ
こ

び
を
語か

た

っ
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
が

日に

本ほ
ん

の
敵て

き

国こ
く

と
し
て
参さ

ん

戦せ
ん

し
、
困こ

ん

窮き
ゅ
う

生せ
い

活か
つ

を
送お

く

る
こ

と
に
な
っ
た
。

　

同ど
う

社し
ゃ

の
創そ

う

設せ
つ

者し
ゃ

で
あ
る

祖そ

父ふ

・
光み

つ

男お

さ
ん
は
、

８
４
年ね

ん

に
聖せ

い

州し
ゅ
う

奥お
く

地ち

か
ら

移い

転て
ん

し
、
ミ

ナ
ス
・
ジ
ェ

ラ
イ
ス
州し

ゅ
う

パ

ト
ロ
シ
ニ
オ

郡ぐ
ん

に
土と

地ち

を

購こ
う

入に
ゅ
う。
同ど

う

州
し
ゅ
う

県け
ん

系け
い

移い

民み
ん

が
多お

お

く
住す

み
、
大お

お

通ど
お

り
に
は
い
く
つ
も
の
日に

本ほ
ん

食し
ょ
く

商し
ょ
う

店て
ん

が
な
ら
ぶ
。
６
０

　

聖せ
い

市し

中ち
ゅ
う

心し
ん

部ぶ

か
ら
北き

た

に
車

く
る
ま

で
１
時じ

間か
ん

ほ
ど
の
カ
ー
ザ
・

ヴ
ェ
ル
デ
区く

。
こ
こ
に
は
沖お

き

縄な
わ
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